
１.基本情報

※令和6年5月1日時点

２.事業概要

３.本事業で新たに設置等を行う組織

理学関係 - - - - -

新設予定
新設予定

80 名
0 名

理学関係 工学関係 - - - -

新設予定
新設予定
360 名
250 名

収容定員
入学定員の増加数

他学部等の入学定員の減少数

設置等組織名 創域情報学部情報理工学科
設置等組織の学位分野
当該学部等の所在地 千葉県野田市山崎

入学定員

他学部等の入学定員の減少数

改組予定年度 令和８年度
認可申請・届出の別 認可申請及び届出

改組内容 学部の新設（当該大学が授与する学位の分野の変更を伴わないもの）

設置等組織の学位分野
当該学部等の所在地 東京都新宿区神楽坂

入学定員
収容定員

入学定員の増加数

認可申請・届出の別 認可申請及び届出
改組内容 既存学部における学科の新設（当該大学が授与する学位の分野の変更を伴わないもの）

設置等組織名 理学部第一部科学コミュニケーション学科

学部学科
組織構成

理学部第一部（数学科、物理学科、化学科、応用数学科、応用化学科）、工学部（建築学
科、工業化学科、電気工学科、情報工学科、機械工学科）、薬学部（薬学科、生命創薬科
学科）、創域理工学部（数理科学科、先端物理学科、情報計算科学科、生命生物科学科、
建築学科、先端化学科、電気電子情報工学科、経営システム工学科、機械航空宇宙工学科、
社会基盤工学科）、先進工学部（電子システム工学科、マテリアル創成工学科、生命システム
工学科、物理工学科、機能デザイン工学科）、経営学部（経営学科、ビジネスエコノミクス学
科、国際デザイン経営学科）、理学部第二部（数学科、物理学科、化学科）

事業計画名 東京理科大学　情報系人材の育成を推進する新学部・学科設置計画

令和8年度に①理学部第一部科学コミュニケーション学科、②創域情報学部情報理工学科を設置する。①は国内唯一の「科
学コミュニケーション」を冠する学科として、分野横断的な科学知識とデジタル技術のスキルを身につけたうえで、科学と人々をつ
なぎ、議論を進めるための科学コミュニケーションの観点から、より良い社会づくりに寄与する人材を育成する。②では情報分野に
おいて真に革新的な研究成果・イノベーションを生み出す人材を輩出するため、コンピューティング（Computing）とデータの分
析・運用（Data integration）を網羅した一体型の教育研究環境を構築する。①＋②により、情報分野の先端的研究か
ら科学的知見の社会での活用まで、建学の精神「理学の普及」に即した幅広い社会貢献を目指す。②における「研究会」（学
生の自主的なソフトウェアやサービスの開発を教員・外部企業が支援）のように、プロジェクトや現場での学習機会が充実した特
色あるカリキュラムを整備し、高度情報系人材の育成を強力に推進する。

改組予定年度 令和８年度

大学全体の総収容定員 15,900 名
学校種 大学 都道府県 東京

令和７年度大学・高専機能強化支援事業
（支援１:学部再編等による特定成⾧分野への転換等に係る支援）

事業概要
令和7年2月申請時点

大学名 東京理科大学 設置区分 私立



基本情報

改組予定年度 令和8年度 設置等組織名
①理学部第一部科学コミュニケーション学科
②創域情報学部情報理工学科

入学定員増数（合計数） 440名

所在地
①東京都新宿区
②千葉県野田市

改組内容
①既存学部における学科の新設（当該大学が授与する学位の分野の変更を伴わないもの）
②学部の新設（当該大学が授与する学位の分野の変更を伴わないもの）

入学定員減数（合計数） 250名

社会や地域のニーズ・課題

○ 技術立国の日本において、情報技術に関する真に革新的な研究成果
やイノベーションを生み出す人材を輩出することが喫緊の課題

○ 科学技術の細分化・複雑化や社会のデジタル化により、情報の真偽

を見極めながら、科学技術が適切に理解・信頼・活用される社会づくり

がより重要に

○ 企業・行政・教育など、社会のあらゆる場所でデジタル人材が不足

事業計画名 東京理科大学 情報系人材の育成を推進する新学部・学科設置計画

令和6年度 ○○大学
支援１ 学部再編等による特定成長分野への転換等の構想について

令和7年度 東京理科大学

連携を通じた教育体制の整備

○ 先端企業からのクロスアポイントメント教員も含むプロ
ジェクト型教育や、野田市・流山市との包括連携協定に基
づく地域課題の解決等に関わるPBL教育＜創域情報学部＞

○公立はこだて未来大学との包括連携協定に基づく単位
互換や学生協働＜科学コミュニケーション学科＞

多様な入学者の確保

○理工系分野に強い関心を持つ女子志願者を対象と
した入試「総合型選抜(女子)」の実施＜創域情報学部＞

のほか、大学共通テスト利用入試の多様化など

○ 高校との協定に基づく高大連携活動の深化（探究
活動の支援や聴講生受入れ等）

教育内容・育成する人材像・コンセプト等

＜創域情報学部＞

○ コンピューティング （C系：Computing）とデータの分析・運用
（D系： Data integration）の要素を網羅的にカバーした、基盤から
応用までの一体型の教育研究環境を整備（1学科２系4コース制）

○ 柔軟な科目選択を可能とするカリキュラムにより、情報分野の多くの

方向にチャネルを持ちつつ、他の先端分野と共創を目指す「融合人材」

と専門分野の発展を担う「専門人材」を育成

○ 自主性を養う「研究会」（学生による開発や取組を教員・外部企業が

サポート）や、共創性を広げる「ダブルラボ」（他学部研究室との協働）

＜科学コミュニケーション学科＞

○ 軸となる確かな理学の知識に立脚しつつ、高度な情報学・データサイ
エンスやサイエンスコミュニケーションの専門知識を活用して、幅広い科
学を多面的に伝えられる高度科学コミュニケーション人材を育成

○ STEAM教育やELSI等をカリキュラムに含め、科学技術を批判的に
捉えつつ、科学と人間の生活をつないで課題解決を図る視点を養成

○ 建学の精神「理学の普及」の実現として進路の1つに中高教員も想定

専門分野の強化により頂上を引き上げて、情報学のすそ野を広げていく

電気工学 薬学 物理学

機械工学建築学

先端化学 マテリアル工学生命科学

情報学

政治学 経済学 経営学 教育学 ・・・・・

理工系を中心に

他分野との共創

・・・・・
他分野における

情報技術の高度

な応用

情報分野に関する教育研究

文系も含めた全学問の情報化

底上げ、情報教育の高度化

学内に蓄積されてきた情報分野の教育研究基盤を再統合し、飛躍的に進化

創域情報学部 理学部第一部

科学コミュニケーション学科

情報分野の更なる加速

理学の専門知識を基盤に、「情報・データサイエンス」

や「サイエンスコミュニケーション」により高度な科学

を広く一般に「伝える」能力を持つ人材を育成

情報分野の高度化やイノベーション

創出とともに、他分野との共創を

通じて情報科学技術を応用する

各分野の発展を牽引

POINT 1 POINT 2

POINT 3 POINT 4

科学技術の社会での受容・活用

建学の精神の実現
「理学の普及」
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